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災害ソーシャルワークの確立 Ⅰ 

◆発行の経緯 
 
当学会では、2012年3月3日に「災害ソーシャルワークの確立Ⅰ～石巻
赤十字病院医療ソーシャルワーカーの活動を踏まえて～」というタイ
トルで、シンポジウムとグループワークのセミナーを行いました。 
 
セミナーにおいては、シンポジウムにおいて東日本大震災および阪
神・淡路大震災の時に医療ソーシャルワーカーの専門性がどのように
活かされたのかという報告がされ、グループワークでは事例をもとに
さまざまな検討がされました。特に現地のソーシャルワーカーが、よ
り専門性を発揮できる環境をどのようにバックアップできるかという
ことを考えさせられました。 
 
私たちは学会として、阪神・淡路大震災および東日本大震災で実践さ
れたソーシャルワークを検証し、「災害ソーシャルワーク」の確立を
めざし、今後もおこるであろう災害時に医療ソーシャルワーカーがど
う行動すべきかということをまとめる必要性を感じ、本書をセミナー
の内容を再構成し、時間と共に変化するニーズをどうとらえ、援助を
展開していくかということについスーパーアキュート（超急性期）、
アキュート（急性期）、ロングタームという切り口からまとめました。 

本冊子の事例は阪神・淡路大震災の事例も含めて、災
害という緊急事態に医療ソーシャルワーカーがその立
場から専門性を発揮し、重要な役割を遂行できた証左
として永久保存すべきである。これらは、今後に向け
た新たな指針を示す貴重な実績であり、この記録から
色々な課題を抽出するとともに多くのものを学びとっ
ていただきたい。         
        岡本民夫会長 巻頭言から（抜粋） 
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